
　

五
條
の
文
化
は
数
千
年
前
の
先
史
時
代
に
さ
か
の
ぼ
る　
　

。
さ
き
に
地
理
編
に
述
べ
ら
れ
た
よ
う
に
、
こ
の
時
代
の
文
化
は
、
吉
野
川 

 

流
域
（
川
岸)

に
発
達
・
分
布
し
て
い
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。

同
川
は
大
台
ヶ
原
山
に
発
源
、
奈
良
県
の
ほ
ぼ
中
央
を
西
流
、
北
部
の
奈
良 

 

盆
地
を
中
心
と
し
た
低
地
と
南
部
の
吉
野
山
地
と
に
両
分
し
、
当
市
の
小
平
野
を
経
て
和
歌
山
へ
流
山
し
て
い
る
。
同
川
流
域
先
史
時
代
の 

 

遺
跡
は
い
ず
れ
も
川
岸
台
地
や
段
丘
上
に
位
置
す
る
こ
と
が
多
く
、
上
流
か
ら 

 

①
塚
穴
、
②
稲
口
、
③
切
畑
、
④
原
、
⑤
滝
、
⑥
上
島
野
、 

 

⑦
下
島
野
、
⑧
六
倉
、
⑨
小
島
、
⑩
遍
照
寺
、
⑪
引
ノ
山
、
⑫
野
原
、
⑬
霊
安
寺
、
⑭
良
峯
、
⑮
中
之
、
⑯
中
、
⑰
火
打
な
ど
の
遺
跡
が
段 

 

丘
上
に
並
ん
で
い
る
が
、
⑪
引
ノ
山
だ
け
が
山
頂
に
位
置
し
て
い
る
。

 
 

先
史
時
代
の
遺
跡
が
吉
野
川
流
域
に
集
中
し
て
存
在
し
て
い
る
こ
と
は
、
お
そ
ら
く
、
飲
料
水
や
食
料
と
し
て
の
魚
貝
類
を
川
に
求
め
て 

 

い
た
こ
と
と
、
稲
作
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
水
を
得
る
た
め
に
低
湿
地
の
近
く
を
選
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
交
通
路
と
し
て
の
川
の
利 

 

用
も
考
え
ら
れ
て
い
た
と
み
る
べ
き
で
あ
る
。

 
 

当
市
の
縄
文
時
代
の
遺
跡
に
つ
い
て
は
、
最
近
の
急
速
な
開
発
に
と
も
な
う
考
古
学
的
調
査
に
よ
っ
て
よ
う
や
く
明
ら
か
に
な
っ
て
は
来

た
が
、
な
お
将
来
に
多
く
の
発
見
を
期
待
し
な
が
ら
、
現
在
ま
で
に
確
認
さ
れ
た
九
か
所
の
遺
跡
と
、
そ
の
遺
物
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
と 

 

し
た
い
。

 
 

東
阿
田
塚
穴
遺
跡　

吉
野
川
の
右
岸
当
市
と
大
淀
町
の
境
界
に
あ
る
丘
上
の
西
方
斜
面
が
遺
跡
と
み
ら
れ
る
。
付
近
に
は
石
鏃
や
石
く
ず 

 

な
ど
が
散
布
し
て
い
る
。
こ
の
遺
跡
の
西
方
約
六
〇
〇
米
を
へ
だ
て
た
稲
口
、
切
畑
に
も
縄
文
遺
跡
が
あ
る
。 

 

第
一
章

原　

始　

時　

代

第
一
節　

縄
文
時
代
の
遺
跡
と
遺
物

第１章　原 始 時 代

(

１)

273



第１章　原 始 時 代

(

２)

275 274

　

東
阿
田
稲
口
遺
跡　

阿
田
峯
台
地
か
ら
南
へ 

 

の
び
る
尾
根
の
南
斜
面
の
す
そ
の
部
分
に
遺
跡 

 

が
広
が
っ
て
い
る
。

　

昭
和
二
十
七
年
旧
大
阿
太
小
学
校
の
西
側
に 

 

五
條
中
学
校
大
阿
太
分
校
を
建
設
、
運
動
場
の 

 

拡
張
と
整
備
が
行
な
わ
れ
た
際
、
校
舎
の
南
斜 

 

面
で
遺
物
を
含
ん
だ
包
含
層
が
発
見
さ
れ
、
学 

 
 

術
調
査
が
行
な
わ
れ
た
。 

 
 

　

遺
跡
は
地
表
か
ら
約
四
〇
糎
の
所
に
あ
り
遺 

 

物
と
少
し
の
小
石
を
含
ん
だ
約
一
〇
糎
程
度
の 

 

黒
色
包
含
層
が
幅
三
米
ほ
ど
の
帯
状
を
な
し
、 

 

吉
野
川
に
の
び
て
お
り
、
そ
の
下
は
小
石
ま
じ 

 
 

り
の
砂
の
層
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
層
か
ら
出
土
す
る
遺
物
は
、
す
べ
て
縄
文
土
器
と
石
器
で
、
小
形
の
土
器
一
点
を
の
ぞ
い
て
す
べ
て
破 

 

片
で
あ
る
。
そ
の
た
め
形
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
土
器
の
文
様
に
は
各
種
の
も
の
が
み
ら
れ
る
。
ひ
っ
か
き
き
ず
の
よ
う
な
細
い
す
じ
を
た 
 

く
さ
ん
つ
け
た
も
の
（
条
痕)

、
細
い
竹
の
よ
う
な
も
の
で
つ
け
た
も
の
（
沈
線)

、
へ
ら
で
つ
け
た
も
の
（
刻
線)

、
縄
文
を
一
面
に
つ
け
一

部
分
を
か
こ
っ
て
中
の
縄
文
を
消
し
た
も
の
（
磨
消)

、
ほ
そ
い
竹
で
つ
い
た
円
形
の
も
の
（
円
形)

な
ど
、

縄
文
時
代
の
後
期
に
使
わ
れ
た

土
器
と
石
鏃
（
石
の
矢
じ
り)

、
石
錘
（
石
の
お
も
り)

が
主
な
も
の
で
あ
る
。

　

土
器
の
文
様
を
見
る
と
口
の
部
分
を
わ
ず
か
に
も
り
上
げ
て
こ
れ
に
縄
文
を
つ
け
た
も
の
（
二
七
五
頁
１
・
２
）
、
土
器
の
表
面
に
た
た 

 

き
目
を
残
す
も
の
、
太
い
線
で
土
器
面
を
わ
け
、
下
部
に
は
け
目
を
残
す
も
の
（
３)
、
ロ
縁
部
に
近
い
所
に
縄
文
を
つ
け
た
も
の
（
４)

、 
 
 

太
い
線
で
区
わ
け
し
た
土
器
（
５)

、 
 

縄
文
を
ほ
ど
こ
し
一
部
を
す
り
け
し 

 

た
、
す
り
消
し
縄
文
と
呼
ば
れ
る
も 

 

の
や
、
羽
状
縄
文
な
ど
各
種
の
文
様 

 

が
み
ら
れ
る
。

　

こ
れ
ら
の
土
器
片
か
ら
み
て
、
形 

 

は
口
の
開
い
た
深
鉢
や
浅
鉢
が
多
い 

 

よ
う
に
思
わ
れ
る
。
土
器
は
比
較
的 

 

良
質
の
粘
土
で
作
ら
れ
て
お
り
焼
き 

 

も
良
く
褐
色
を
し
て
い
る
も
の
が
多 

 

い 
(

６
〜
17)

。

　

土
器
の

ほ
か
に
讃
岐
石
の
石
鏃 

 

(

矢
じ
り)

や
砂
岩
、
片
麻
岩
の
石
錘 

 

(

網
の
お
も
り)

な
ど
が
出
土
し
て
い 

 

る
。
二
上
山
で
採
れ
た
讃
岐
岩
は
薄 

 

く
打
ち
欠
く
こ
と
が
で
き
る
た
め
石 

 

器
の
材
料
と
し
て
多
く
使
わ
れ
て
い 

 

る
。
石
錘
は
棒
状
の
自
然
石
の
両
端 

 

を
打
ち
欠
い
て
ひ
も
を
か
け
る
よ
う 

 
 
 

東阿田塚穴遺跡の遠景

東阿田稲口遺跡の近景

東阿田稲口遺跡出土の縄文土器 (単位 cm)



に
つ
く
ら
れ
て
お
り
、
網
の
お
も
り
に
使
用
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
普
通
は
楕
円
形
の
平
な
長
手
の
小
石
を
使
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
こ
の

遺
跡
は
、
遺
物
が
示
す
よ
う
に
、
上
流
の
宮
滝
遺
跡
や
下
流
の
上
島
野
遺
跡
と
文
化
的
つ
な
が
り
を
も
つ
代
表
的
な
縄
文
後
期
の
遺
跡
で
あ

る
。

　

切
畑
遺
跡　

稲
口
遺
跡
の
西
北
に
あ
る
台
地
上
の
遺
跡
で
あ
る
。

　

こ
こ
か
ら
出
土
し
た
物
は
爪
形
文
と
い
う
割
竹
の
先
を
押
し
な
ら
べ
て
つ
け
た
文
様
を
も
つ
古
い
縄
文
土
器
の
破
片
や
、
石
鏃
、
石
鎗
、

石
錐
、
石
さ
じ
な
ど
の
石
器
類
や
石
屑
な
ど
で
あ
る
。
石
器
は
す
べ
て
打
製
石
器
で
讃
岐
石
が
多
く
使
わ
れ
て
い
る
。

　

石
鎗
は
数
の
少
な
い
利
器
で
、
手
鎗
や
投
鎗
と
し
て
使
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
石
さ
じ
は
皮
は
ぎ
と
も
い
わ
れ
動
物
の
皮
を
は
い
だ
り
、
肉

や
魚
な
ど
を
切
る
の
に
使
っ
た
調
理
道
具
で
あ

る
。
こ
の
遺
跡
は
稲
口
遺
跡
と
関
係
が
あ
る
可

能
性
も
あ
る
の
で
、
今
後
の
調
査
が
期
待
さ
れ

る
。

　

原
遺
跡　

阿
田
小
学
校
の
北
約
一
〇
〇
米
の

位
置
に
あ
り
縄
文
と
弥
生
の
遺
跡
で
あ
る
。
こ

の
遺
跡
は
、
弥
生
遺
跡
の
調
査
中
に
縄
文
土
器

が
発
見
さ
れ
た
も
の
で
、
土
器
は
小
片
で
表
面

に
縄
文
が
施
さ
れ
て
あ
り
、
胎
土
の
中
に
は
結

晶
片
岩
の
粒
が
ふ
く
ま
れ
て
い
る
。
色
は
明
褐

色
で
あ
る
。

　

上
島
野
遺
跡　

昭
和
二
十
六
年
頃
土
器
や
、

第１章　原 始 時 代

(

３)

277 276

東阿田地区出土の縄文土器（拓影）

東阿田稲口遺跡出土縄文土器（左・拓影） (単位 cm)

(単位 cm)

切 畑 遺 跡 の 遠 景

上 島 野 遺 跡 の 景 観

(

４)



第１章　原 始 時 代

279 278

上島野遺跡出土の石器（石鏃・石斧・石棒）

こ
れ
ら
は
重
要
な
食
料
資
源
で
あ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。 

ま
た
こ
れ
を
え
さ
に
し
て
い
た 

動
物
が
群
を
な
し
て
い
た
と 

思
わ
れ
る(

鹿
・ 

 

猪
・
熊
・
き
つ
ね
・
た
ぬ
き
・
う
さ
ぎ
・
鳥
な
ど)

。
こ
れ
ら
の
動
物
や
植
物
以
上
に
大
切
な
も
の
は
川
や
沼
に
無
数
に
生
息
す
る
魚
貝
類
で
あ
ろ

う
。
け
も
の
や
魚
貝
類
は
食
用
以
外
に
生
活
用
具
の
材
料
と
し
て
も
大
切
な
役
割
を
は
た

し
て
い
た
ら
し
い
。
例
え
ば
毛
皮
は
衣
類
に
、

角
・
骨
・
貝
殻
な
ど
は
釣
針
、
縫
針
、
装
身
具
な
ど
に
使
用
し
た
の
で
あ
る
。
次
に
他
の
地
域
と
の
関
係
を
考
え
て
見
る
と
、
上
島
野
上
流

地
域
や
市
内
の
各
地
（
稲
口
・
切
畑
・
原
中)

は
も
ち
ろ
ん
、 

下
流
の
紀
ノ
川
沿
岸
の
地
域
と
も
交
り
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
下
流
の
各

遺
跡
（
市
脇
・
直
川
・
禰
宜
・
吉
礼
・
鳴
神
・
溝
之
□
・
西
野
・
安
井
な
ど) 

か
ら
出
土
し
た
土
器
の
中
に
も
上
島
野
出
土
の
も
の
と
同
じ
型
式
の

土
器
が
多
数
合
ま
れ
て
い
る
。
土
器
の
中
に
は
、
吉
野
川
（
紀
ノ
川)

流
域
だ
け
で
な
く
、
大
阪
（
縄
手
・
馬
場
川)

、
奈
良
（
天
理
・
竹
ノ
内
・ 

石
器
を
採
集
し
た
の
が
発
見
の
き
っ
か
け
で
あ
る
。
当
時
、
地
表
に
土
器
片
や
石
器
、
石
く
ず
な
ど
が
多
く
散
布
し
て
い
た
。
そ
れ
か
ら
二 

 
〇
数
年
後
に
遺
跡
の
範
囲
を
確
認
す
る
た
め
、
地
主
の
佐
野
留
吉
氏
と
堂
阪
貢
氏
の
ご
好
意
で
畑
地
の
遺
物
採
集
を
さ
せ
て
も
ら
っ
た
り
、 

 

遺
物
の
出
土
状
態
な
ど
を
教
え
て
い
た
だ
い
た
結
果
、
市
内
で
は
、
最
も
重
要
な
遺
跡
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
佐
野
・
堂
阪
両
氏
の
話 

 

か
ら
推
察
し
て
、
竪
穴
式
住
居
が
あ
る
可
能
性
は
あ
る
が
、
学
術
調
査
が
な
さ
れ
て
い
な
い
の
で
断
定
は
で
き
な
い
。

　

遺
跡
は
、
吉
野
川
の
南
岸
に
あ
る
段
丘
上
に
開
け
た
半
月
状
の
台
地
で
、
ま
わ
り
を
山
や
林
に
囲
ま
れ
た
生
活
環
境
と
し
て
は
最
良
の
土 

 

地
で
あ
る
。
縄
文
時
代
に
は
川
や
沼
に
魚
貝
類
が
豊
か
に
生
息
し
遺
跡
を
と
り
ま
く
野
山
に
は
、
シ
イ
、
イ
チ
、
ク
リ
、
カ
シ
、
ト
チ
、
ク

ル
ミ
な
ど
の
木
の
実
や
、
野
い
ち
ご
・
野
ぶ
ど
う
・
ぐ
み
・
く
ず
・
ゆ
り
・
い
も
類
な
ど
食
用
に
な
る
植
物
が
茂
っ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。 

 

上島野遺跡出土の深鉢型縄文土器上島野遺跡出土の縄文土器



橿
原)

な
ど
近
畿
各
地
の
土
器
と
似
た
も
の
も
多
く
出
土
し
て
い
る
。
ま
た
中
に
は
、
兵
庫
北
部
（
但
馬
地
方)

や
北
陸
方
面
か
ら
搬
入
さ
れ

た
と
考
え
ら
れ
る
形
式
の
土
器
も
検
出
さ
れ
て
い
る
。

〔
石
器
〕　

石
鏃
、
石
鎗
、
石
錐
、
石
匙
な
ど
各
種
の
石
器
類
で
い
ず
れ
も
打
製
石
器
で
あ
る
。
材
料
は
サ
ヌ
カ
イ
ト
が
使
わ
れ
て
い
る
。

お
も
り
は
緑
泥
片
岩
と
砂
岩
で
、
川
原
石
の
一
端
を
加
工
し
て
使
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
石
斧
と
石
棒
は
、
磨
製
で
材
料
は
緑
泥
片
岩
と
砂

岩
を
磨
い
て
加
工
し
た
も
の
で
、
大
き
い
二
点
の
石
斧
は
ハ
マ
グ
リ
刃
で
端
正
な
作
で
、
石
棒
は
緑
泥
片
岩
製
で
小
形
で
あ
る(

①
②)

。

〔
土
器
〕　

器
の
種
類
は
、
浅
鉢
、
皿
、
注
口
土
器
、
深
鉢
、
つ
ぼ
な
ど
で
、

こ
れ
ら
の
多
く
は
、

口
縁
部
に
き
ざ
み
目
や
、
波
状
・
山

形
・
曲
線
な
ど
の
変
化
や
装
飾
が
ほ
ど
こ
さ
れ
て
お
り
、
胴
部
に
も
様
々
な
文
様
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
磨
消
縄
文
・
渦
巻
文
・
曲
線
文
・

第１章　原 始 時 代

(

５)

281 280

下島野遺跡の遠景（南側から）

(

６)

羽
状
文
・
縄
文
・
隆
起
線
文
・
平
行
線
文
・
刺
突
文
・
引
掻
文
な
ど
多
種
多
様
で
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
豊
ん
で
い
る(

①
～
④)

。
器
壁
も
薄
手
か

ら
、
厚
手
ま
で
様
々
で
色
も
茶
色
、
薄
茶
色
、
黒
色
な
ど
色
と
り
ど
り
で
あ
る
。

　

下
島
野
遺
跡　

上
島
野
遺
跡
の
下
流
二
～
三
〇
〇
米
の
川
岸
に
そ
っ
て
、
で
き
た
平
ら
な
台
地
が
遺
跡
で
あ
る
。
土
器
片
や
石
鏃
、
石
く

ず
な
ど
が
散
布
し
て
い
る
が
遺
跡
が
あ
る
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
。

　

霊
安
寺
遺
跡　

野
原
小
学
校
の
南
側
に
広
が
る
畑
地
が
遺
跡
で
あ
る
。
表
面
採
集
に
よ
っ
て
爪
型
文
と
磨
消
縄
文
の
小
さ
い
土
器
片
を
採

集
し
て
い
る
。

石
器
は
サ
ヌ
カ
イ
ト
の
石
鏃
・
石
さ
じ
・

砂
岩
の
石
硾
等
多
数
採
集
さ
れ
て
い
る
。
今
後
の
調
査
が
ま
た
れ
る
遺
跡
で
あ

る
。

　

良
峯
遺
跡　

霊
安
寺
遺
跡
の
東
南
五
、
六
〇
〇
米
の
と
こ
ろ
に
あ
る
遺
跡
で
、
サ
ヌ
カ
イ
ト
の
石
く
ず
や
土
器
片
の
散
布
が
見
ら
れ
る
が
、

未
調
査
の
た
め
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

　

中
遺
跡　

中
遺
跡
は
野
原
遺
跡
の
南
西
約
三
粁
の
位
置
に
あ
り
、
吉
野
川
に
そ
っ
た
南
側
の
段
丘
の
上
に
あ
る
。
昭
和
三
十
一
年
に
阪
合

部
小
学
校
建
設
の
た
め
の
地
盤
調
査
の
時
に
発
見
さ
れ
、
網
干
善
教
氏
に
よ
っ
て
報
告
さ
れ
て
い
る
。
遺
跡
の
範
囲
は
小
学
校
敷
地
の
東
か

ら
南
に
か
け
て
広
が
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
遺
物
は
現
地
表
下
二
〇
糎
ぐ
ら
い
で
、
土
師
器
と
弥
生
土
器
が
出
土
す
る
層
が
あ
り
、
一
米

か
ら
一
・
二
米
の
間
ぐ
ら
い
か
ら
縄
文
土
器
を
含
む
層
に
な
っ
て
い
る
。
土
器
の
出
土
は
少
な
く
数
片
に
す
ぎ
な
い
。

　

粗
い
縄
文
を
つ
け
た
も
の
、
条
線
の
刻
み
目
を
つ
け
て
口
の
内
側
を
磨
い
た
土
器
、
二
条
か
又
は
多
く
の
平
行
線
を
つ
け
た
も
の
な
ど
で
、

稲
口
や
島
野
で
出
土
し
た
土
器
と
似
て
お
り
、
時
期
も
後
期
の
も
の
で
あ
る
。

　

南
仙
山
遺
跡　

昭
和
五
十
三
年
夏
、
中
之
町
寺
尾
地
区
の
雑
木
林
の
中
で
縄
文
土
器
の
小
片
を
採
集
し
た
。
土
器
は
中
期
の
も
の
で
上
流

の
北
六
田
出
土
の
土
器
と
よ
く
に
て
い
る
。
文
様
は
細
竹
様
の
器
具
で
つ
け
た
刺
突
文
を
口
の
部
分
な
ど
に
並
べ
て
つ
け
て
い
る
。
ま
た
、

一
部
に
爪
形
文
を
つ
け
た
も
の
も
み
ら
れ
る
。
遺
跡
の
性
格
に
つ
い
て
は
、
わ
ず
か
な
土
器
片
の
表
面
採
集
だ
け
の
た
め
、
く
わ
し
い
こ
と

は
不
明
で
あ
る
が
、
海
抜
一
七
五
米
ぐ
ら
い
の
と
こ
ろ
に
あ
る
貴
重
な
縄
文
遺
跡
で
あ
る
。

霊安寺遺跡の遠景（北側から）

良峯遺跡の遠景（北側から）
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霊安寺遺跡表採の石器実測図　①

(単位 cm)

　

当
市
の
原
・
滝
・
六
倉
・
野
原
・
遍
照
寺
・
中
・
火
打
（
銅
鐸
出
土
地)

な 
 

ど
弥
生
時
代
の
遺
跡
は
、
吉
野
川
の
低
湿
地
、
又
は
水
の
便
の
よ
い
土
地
に 

 

位
置
し
て
い
る
。
原
と
中
の
両
遺

跡
を
の
ぞ
い
て
学
術
調
査
が
さ
れ 

 

て
い
な
い
た
め
に
遺
跡
の
性
質
や 

 

内
容
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
が
、 

 

土
器
や
石
器
は
か
な
り
の
量
が
発 

 

見
さ
れ
て
い
る
。
土
器
は
縄
文
土 

 

器
よ
り
も
器
面
は
平
滑
で
器
形
も 

 

機
能
的
に
な
っ
て
い
る
。
文
様
も 

 

縄
文
土
器
に
く
ら
べ
少
な
い
が
、 

 

そ
れ
で
も
平
行
線
文
・
波
状
文
・ 

 

格
子
目
文
・
同
心
円
文
な
ど
様
々 

 

な
文
様
が
つ
け
ら
れ
、
全
体
に
明 

 

る
い
赤
色
を
し
て
い
る
。
土
器
は 

 

縄
文
土
器
の
よ
う
な
か
ざ
り
も
な 

 

く
、
全
体
的
に
見
て
均
整
が
と
れ

中遺跡出土の石器実測図

霊安寺遺跡表採の石器計測表　②

器　種

石　鏃

石　鏃

石　鏃

石　鏃

石　鏃
石　鏃

石　鏃

石　鏃

石　鏃

石　鏃

石　鏃

石　錐

石　槍

分　　　類
全　長 幅 厚　さ

石　　材(現存長) (現存幅) (現存厚)
cm cm cm

凹基無茎式

凹基無茎式

凹基無茎式

凹基無茎式

凹基無茎式

凹基無茎式

凹基無茎式

凹基無茎式

平基無茎式

平基無茎式？

平基無茎式

(1.65)

(1.52)

1.64

(2.1 )

(2.20)

2.02

(1.43)

1.79

(1.40)

1.81

2.04

(1.6 )

(2.75)

(1.67)

1.59

1.40

(1.7 )

(1.45)

1.28

(1.01)

(1.64)

1.95

(1.45)

1.24

1.11

(2.30)

0.49

0.31

0.36

0.39

0.31

0.66

0.28

0.28

0.35

0.37

0.3

0.26

1.0

サヌカイト

サヌカイト

サヌカイト

サヌカイト

サヌカイト

サヌカイト

サヌカイト

サヌカイト

サヌカイト

サヌカイト

サヌカイト

サヌカイト

サヌカイト

第
二
節　

弥
生
時
代
の
遺
跡
と
遺
物
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(

７)

285

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
土
器
も
中
期
末
か
ら
後
期
に

な
る
と
作
り
も
粗
末
に
な
り
、
文
様
も
少
な
く
大

量
生
産
に
な
っ
て
き
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

原
遺
跡　

阿
陀
比
売
神
社
西
方
、
半
月
状
に
、

南
北
一
粁
、
東
西
〇
・
三
粁
、
阿
太
小
学
校
を
中

間
と
し
て
か
な
り
の
範
囲
に
広
が
っ
て
い
る
よ
う

で
あ
る
。

　

昭
和
十
年
頃
、
下
村
武
治
氏
が
小
学
校
付
近
の

深
さ
約
一
米
程
度
か
ら
土
器
を
発
見
し
、
末
永
雅

雄
博
士
が
確
認
さ
れ
た
重
要
な
遺
跡
で
あ
る
。

　

以
来
、
遺
跡
は
破
壊
さ
れ
る
こ
と
も
な
く
、
同

五
十
三
年
五
條
市
農
業
協
同
組
合
阿
太
支
所
と
株

式
会
社
カ
シ
ミ
ヤ
が
遺
跡
と
思
わ
れ
る
所
に
建
物
の
建
設
を
計
画
し
た
た
め
、
事
前
に
発
掘
調
査
を
実
施
し
た
。

　

調
査
は
工
事
日
程
の
関
係
で
全
面
発
掘
が
出
来
ず
両
方
と
も
試
掘
の
段
階
で
終
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
調
査
は
ま
ず
地
形
に
合
わ
せ
て

南
北
三
〇
米
、
東
西
二
八
米
、
幅
四
米
の
Ｌ
字
形
に
試
掘
を
行
な
っ
た
。
遺
跡
は
上
か
ら
耕
土
二
五
糎
、
黄
灰
色
土
二
〇
糎
、
黒
褐
色
土
五

五
糎
の
順
で
堆
積
し
て
い
て
一
米
で
地
山
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
地
山
の
部
分
に
弥
生
時
代
中
期
の
遺
物
が
多
く
発
掘
さ
れ
た
。
こ
の
部
分

に
Ｌ
字
状
の
溝
や
、
直
径
一
八
五
糎
、
深
さ
八
四
糎
の
大
き
い
穴
な
ど
が
見
つ
か
っ
た
。
Ｌ
字
状
の
溝
は
、
全
体
を
掘
る
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
た
め
、
ど
ん
な
形
で
あ
る
か
は
不
明
で
あ
る
。
溝
の
幅
は
、
一
二
〇
糎
で
深
さ
は
六
五
糎
あ
り
、
断
面
は
Ｕ
字
形
で
あ
る
。
こ
の
中
か

ら
か
め
の
底
や
鉢
な
ど
が
出
土
し
た
。
そ
の
ほ
か
に
完
全
な
形
の
つ
ぼ
が
口
を
西
に
向
け
て
横
に
こ
ろ
が
し
た
状
態
で
出
土
し
た
。
ま
た
、

み
ぞ
の
ま
が
っ
た
所
で
石
鏃
が
出
て
い
る
。
み
ぞ
の
北
寄
り
の
所
で
は
砥
石
が
発
見
さ
れ
た
。

こ
の
み
ぞ
の
曲
っ
て
い
る
南
の
部
分
に
、
直
径
一
八
〇
糎
、
深
さ
八
四
糎
の
大
き
な
穴
が
あ

り
、
中
か
ら
土
器
石
器
炭
化
物
の
ほ
か
に
高
坏
の
脚
が
た
お
れ
た
形
の
ま
ま
で
出
土
し
た
。

〔
土
器
〕
（
図
１
・
２
・
３
）

　

つ
ぼ(

１)

は
叮
嚀
に
磨
い
た
口
縁
部
（
外
反)

の
広
い
土
器
が
多
数
出
土
し
て
い
る
（
１

～
32)

。(

２)

は
卵
形
の
胴
で
上
に
い
く
に
し
た
が
っ
て
広
が
っ
て
い
く
、
細
く
び
つ
ぼ
で
、

上
げ
底
で
あ
る
口
の
部
分
か
ら
胴
の
か
た
の
部
分
に
か
け
、
一
三
本
の
線
を
一
つ
の
集
ま
り

と
し
た
櫛
が
き
の
直
線
の
文
様
が
八
つ
引
か
れ
て
い
る
。
色
は
黄
褐
色
で
大
き
さ
は
高
さ
四

一
・
七
糎
、
口
径
一
一
・
七
糎
で
完
全
に
近
い
つ
ぼ
で
あ
る
。(

２
～
４)

は
口
の
部
分
が
外

に
そ
り
返
り
は
し
は
ま
っ
す
ぐ
に
切
っ
て
い
る
。

　

（
３
）
は
口
の
部
分
に
幾
つ
も
の
波
状
の
文
様
を
め
ぐ
ら
し
て
い
る
。(

４
）
は
口
の
所
に

簾
状
文
が
か
か
れ
て
い
る
。(

12)

は
つ
ぼ
の
底
の
部
分
で
あ
る
。(

13
）
は
短
い
首
の
か
め

で
文
様
は
な
い
。(

14
、
20)

は
ハ
ケ
で
表
面
を
な
ぜ
て
調
整
を
し
て
い
る
。(

15
～
17)

は
肩
の
部
分
以
下
に
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
が
し
て
あ
る
の
が

特
徴
で
あ
る
。(

21
）
は
胴
長
で
口
の
部
分
は
外
に
そ
り
返
っ
て
い
る
。
口
の
部
分
は
二
三
糎
あ
り
、
か
な
り
大
き
い
か
め
で
あ
る
。(

34)

は
鉢
で
あ
る
。

外
は
た
て
に
ハ
ケ
目
を
つ
け
た
後
、
二
本
の
ヘ
ラ
描
き
の
波
状
の
文
様
が
か
か
れ
て
い
る
。(

35
）
上
半
分
に
三
条
の
櫛
が

き
の
簾
状
文
と
二
条
の
直
線
文
が
か
か
れ
口
の
下
に
二
個
ず
つ
の
穴
が
あ
け
ら
れ
て
い
る
。(

39
～
44
）
は
脚
の
筒
部
で
あ
る
。

〔
石
器
〕

　

発
掘
面
積
が
狭
い
た
め
出
土
し
た
石
器
の
数
量
も
多
く
な
い
。
出
土
し
た
石
器
は
打
製
石
器
と
砥
石
・
石
く
ず
な
ど
で
何
れ
も
讃
岐
石
で

あ
る
。
遺
物
は
石
鏃
四
点(

１
～
４)

、
槍
先
形
石
器
一
点(

５)

、

楔
形
石
器
三
点(

６
～
８)

、
削
器
三
点
（
９)

で
あ
る
。
他
に
砂
岩
の
砥

284

原遺跡の遠景（東側から）
中 遺 跡 の 遠 景 （ 東側から）

火  打  遺  跡
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原 遺 跡 出 土 の 弥 生 土 器 実 測 図 ( 1 )原 遺 跡 出 土 の 弥 生 土 器 実 測 図 ( 2 )



第１章　原 始 時 代

(

８)

289 288

原 遺 跡 出 土 の 弥 生 土 器 ( 3 )

石
が
一
点
（1

0
)

出
土
し
て
お
り
、
上
下
左
右

の
四
面
を
研
ぎ
面
と
し
て
か
な
り
使
用
さ
れ
て

い
る
。
大
き
さ
は
四
・
七
糎
、
幅
六
・
八
糎
、

厚
さ
三
・
七
糎
で
あ
る
。

　

遺
跡
は
中
期
の
遺
物
だ
け
が
出
土
し
前
後
の

時
代
の
も
の
は
な
く
中
期
に
村
が
成
立
し
廃
絶

し
た
と
思
わ
れ
る
。

　

野
原
遺
跡　

野
原
遺
跡
は
吉
野
川
の
南
岸
に

あ
り
な
だ
ら
か
な
丘
陵
地
を
背
に
し
た
河
岸
段

丘
の
上
に
あ
る
。
遺
跡
は
昭
和
三
十
七
年
頃
、

旧
野
原
小
学
校
周
辺
に
石
器
が
多
く
散
布
し
て

い
る
の
を
小
学
生
が
採
集
し
て
来
た
。
小
学
校

の
土
手
か
ら
土
器
片
が
出
土
し
た
の
で
遺
跡
の

あ
る
こ
と
は
わ
か
っ
て
い
た
が
、
範
囲
に
つ
い

て
は
、
確
定
し
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
後
智
弁

学
園
高
等
学
校
の
プ
ー
ル
建
設
工
事
中
に
土
器

片
が
出
土
し
、
続
い
て
昭
和
四
十
五
年
頃
に
中

村
地
区
の
農
家
の
庭
か
ら
多
く
の
土
器
片
が
出

土
し
た
。
ま
た
公
民
館
の
建
設
工
事
中
に
も
出

土
し
た
こ
と
に
よ
り
、
ほ
ぼ
遺
跡
は
学
校
を
中
心
と
し
た
か
な
り
広
い
地
域
に
及

ぶ
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
こ
こ
か
ら
出
土
し
た
土
器
は
弥
生
時
代
の
中
頃
の
も
の
で

あ
る
。

　

（
１)

は
く
の
字
状
に
内
側
に
ま
が
っ
て
い
る
壺
の
口
で
あ
る
。

外
側
に
は
櫛

が
き
の
直
線
文
を
縦
に
八
本
一
組
と
し
て
え
が
い
て
い
る
。
こ
の
土
器
は
吉
野
川

流
域
の
弥
生
土
器
に
は
見
ら
れ
ず
、
大
和
盆
地
か
河
内
方
面
か
ら
移
入
し
た
も
の

か
も
知
れ
な
い
。

　

（
２)

は
台
付
の
鉢
で
脚
部
を
失
な
っ
て
、
鉢
の
部
分
だ
け
で
あ
る
。

鉢
に
は

簾
の
よ
う
な
簾
状
文
と
ヘ
ラ
で
お
さ
え
て
か
い
た
文
様
が
一
条
め
ぐ
ら

し

て

い

る
。
口
の
部
分
は
粘
土
を
つ
け
て
ふ
く
ら
ま
し
た
も
の
が
あ
っ
た
が
と
れ
て
一
部

だ
け
が
残
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
も
簾
状
の
も
よ
う
が
つ
い
て
い
る
。
口
径
は
約
四

〇
糎
で
あ
る
。

〔
石
器
〕　

サ
ヌ
カ
イ
ト
の
石
鏃
で
部
分
磨
製
の
も
の
が
二
点
（
二
九
二
頁―

13
・

14)

、
打
製
で
は
凹
基
無
茎
式
鏃
二
三
点
、
平
基
無
茎
式
鏃
二
点
、
円
基
式
鏃
二

点
、
凸
基
無
茎
式
鏃
五
点
、
凸
基
有
茎
式
鏃
一
点
、
そ
の
他
三
点
で
、
縄
文
時
代

の
も
の
は(

１
～
３)

で
他
は
弥
生
時
代
で
あ
る
。
石
錐
は
四
点
で
、
石
さ
じ
は
二

点(

19
・
20)

で
あ
る
。
こ
れ
は
縄
文
時
代
前
期
か
中
期
の
も
の
と
見
ら
れ
る
。
他

に
石
小
刀
が
一
点(

21
）
で
着
柄
状
態
を
復
原
可
能
な
ほ
ど
の
完
形
品
で
、

弥
生

時
代
の
も
の
で
あ
る
。

原 遺 跡 出 土 の 石 器 実 測 図
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(

９)

291 290

野 原 遺 跡 出 土 の 石 器 実 測 図 ( 1 )

　

引
ノ
山
遺
跡　

当
市
北
方
、
金
剛
山
中
腹
か
ら
南
に
伸
び
る
支
脈
の
一
つ
に
「
引
ノ
山
」
が
あ
る
。
尾
根
上
の
古
墳
群
発
掘
中
、
七
号
古

墳
の
下
層
か
ら
発
見
さ
れ
た
高
地
性
弥
生
遺
跡
で
あ
る
。
今
の
と
こ
ろ
住
居
と
そ
れ
に
伴
う
施
設
が
存
在
し
た
可
能
性
は
な
か
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。
二
段
に
掘
り
こ
ま
れ
た
大
き
い
穴
が
あ
る
、
調
理
用
と
し
て
使
う
に
は
深
す
ぎ
る
し
、
用
具
と
し
て
の
甕
が
み
ら
れ
な
か
っ
た
こ

と
な
ど
か
ら
煮
沸
の
た
め
の
穴
と
も
思
え
な
い
。
だ
が
こ
れ
だ
け
で
調
理
用
で
な
い
と
も
言
い
き
れ
な
い
。
そ
れ
は
砥
石
と
つ
ぼ
が
穴
の
中

か
ら
発
見
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
胴
を
穴
の
中
に
入
れ
口
を
外
に
し
て
あ
る
こ
と
か
ら
、
調
理
用
と
し
て
な
に
か
に
使
っ
た
と
も
見
ら
れ

る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
何
か
の
目
的
で
丘
陵
上
に
来
た
弥
生
人
が
、
短
期
間
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
生
活
を
し
た
の
で
あ
る
。
弥
生
人
は
、

野 原 遺 跡 表 採 の 石 器 計 測 表

器　種

石　鏃

石　鏃

石　鏃

石　鏃

石　鏃

石　鏃

石　鏃

石　鏃

分　　　類
全 　 長 幅

厚 　 さ 石　　材(現存長) (現存幅)
cm cm cm

凹基無茎式

凹基無茎式

凹基無茎式

凹基無茎式

凹基無茎式

凹基無茎式

凹基無茎式

1.6

(1.51)

1.43

1.46

1.6

(1.78)

(2.67)

7.52

サヌカイト

サヌカイト

サヌカイト

サヌカイト

サヌカイト

サヌカイト

サヌカイト

サヌカイト

1

2

3

4

5

6

7

8

(1.18)

(1.1 )

1.25

(1.16)

(1.07)

(1.48)

(2.05)

3.3

0.3

0.28

0.28

0.23

0.25

0.32

0.75

1.23

野原遺跡の遠景（北側から）

野原・中村地区出土の弥生土器実測図

野原遺跡の遠景（南側から）



第１章　原 始 時 代

(

10)

293 292

引ノ山遺跡の遠望（南側から）

こ
の
穴
を
囲
み
な
が
ら
簡
単
な
調
理
を
し
た
り
、
夜
間
の
照
明
や
暖

を
と
る
た
め
に
焚
火
を
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
多
く

の
用
途
を
も
っ
た
穴
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
ほ
か
に
焼
土
の
あ
る

穴
の
使
用
法
と
し
て
は
、
見
張
台
と
し
て
の
の
ろ
し
の
穴
と
も
考
え

ら
れ
な
い
こ
と
は
な
い
。
集
落
が
引
ノ
山
の
ふ
も
と
に
あ
る
と
考
え

れ
ば
、
こ
れ
も
必
要
な
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
地
は
視
野
は
せ
ま
い

が
眺
望
の
良
い
位
置
に
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
こ
の
よ
う
に
し
て
連
絡

を
と
り
合
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。

〔
土
器
〕　

壺
型
土
器
（
１)

は
、

ゆ
る
や
か
に
肩
の
張
る
長
め
の

胴
に
、
直
線
的
に
短
く
広
が
る
口
を
持
つ
胴
の
張
っ
た
、
細
長
い
つ

ぼ
で
、
表
面
は
へ
ら
で
な
ら
し
て
い
る
。
文
様
の
な
い
土
器
で
あ
る
。

（
２)

は
壺
型
土
器
で
胴
の
強
く
張
っ
た
首
の
長
い
型
で
あ
る
。
こ

れ
も
ヘ
ラ
で
荒
く
な
ら
し
た
無
文
の
長
頸
つ
ぼ
で
あ
る
。
そ
の
他
に

つ
ぼ
型
土
器
の
底
や
口
の
部
分
な
ど
、
数
点
出
土
し
て
い
る
。

〔
石
器
〕　

出
土
量
は
少
な
く
砥
石
二
点
と
、
打
製
石
器
数
点
で
あ

る
。
砥
石
は(

３
・
４)

と
も
絹
雲
母
片
岩
で
、
一
つ
は
両
面
を
使
用

し
て
お
り
、
か
な
り
使
っ
て
あ
る
ら
し
く
、
光
沢
が
で
て
い
る
。
も

う
一
つ
は
、
片
面
だ
け
を
使
っ
て
あ
り
、
特
に
と
ぎ
面
は
美
し
い
。

し
あ
げ
の
砥
石
に
使
っ
て
い
た
と
見
ら
れ
る
。

野 原 遺 跡 出 土 の 石 器 実 測 図 ( 2 )

　

大
き
さ
は
十
六
・
七
糎
、
幅

七
・
六
糎
、
厚
さ
一
〇
糎
①
と

全
長
一
五
・
六
糎
、
幅
九
糎
、

厚
さ
二
・
二
糎
②
で
あ
る
。

　

中
遺
跡　

遺
跡
に
つ
い
て
は

さ
き
に
述
べ
た
よ
う
に
、
縄
文

か
ら
弥
生
に
か
け
て
の
遺
物
が

出
土
す
る
点
で
は
、
原
遺
跡
と

よ
く
に
て
い
る
。

　

こ
の
遺
跡
は
弥
生
土
器
を
ふ

く
む
層
が
地
表
か
ら
、
わ
ず
か

二
〇
糎
の
深
さ
に
あ
り
、
こ
こ

か
ら
土
器
や
石
器
が
出
土
す
る
。

完
形
品
が
な
い
の
で
器
形
を
知

る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
土
器
の
表
面
に
は
ヘ
ラ
や
櫛
な
ど
に
よ
る
さ
ま
ざ
ま
な
文
様
が
み
ら
れ
る
。

　

縦
横
斜
め
の
平
行
線
文(

１
～
16)

、
簾
状
文(

３
～
６)

、
波
状
文(

13
～
15)

、
斜
格
文(

14
～
15)

、
同
心
弧
文
（
16)

や
口
の
部
分
に
、

刻
み
目
を
ほ
ど
こ
し
た
も
の(

４
～
７)

、
内
側
に
二
個
の
円
形
浮
文
を
つ
け
た
も
の
（
17)

、
な
ど
が
あ
る
。
又
、

土
器
の
面
に
ハ
ケ
目
を

つ
け
た
も
の(

18
～
22)

も
で
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
土
器
は
赤
褐
色
で
焼
き
も
よ
い
。
形
は
つ
ぼ
が
め
、
鉢
が
大
部
分
で
あ
る
。
他
に
ろ
う
と

状
に
広
が
っ
た
高
坏
の
脚
の
破
片
が
あ
る
。
表
面
に
は
五
本
の
平
行
線
を
一
組
に
し
て
上
・
中
・
下
の
三
段
に
つ
け
て
あ
る
。

引ノ山遺跡出土の弥生土器実測図



　

そ
の
ほ
か
に
多
く
の
穴
を
開
け
た

つ
つ
型
の
特
殊
な
土
器
も
出
土
し
て

い
る
。

〔
石
器
〕　

ほ
と
ん
ど
工
事
の
際
に

ほ
り
出
さ
れ
た
土
の
中
か
ら
採
集
し

た
も
の
で
、
サ
ヌ
カ
イ
ト
の
石
鏃
と

石
錐
で
あ
る
。
縄
文
と
弥
生
の
両
時

代
の
遺
跡
で
あ
る
た
め
、
両
時
代
の

石
器
が
出
土
し
て

い
る
。(

１
～
４
縄

文
時
代)

。
石
鏃
は
凹
基
無
茎
式
鏃
七

点
、
平
基
式
鏃
一
点
、
凸
基
無
茎
式

鏃
六
点
、
凸
基
有
茎
式
鏃
二
点
で
あ

る
。
石
錐
は
一
点
だ
け
で
あ
る
。
こ

の
遺
跡
は
縄
文
後
期
か
ら
は
じ
ま
り

弥
生
の
前
期
か
ら
中
期
へ
と
発
展
し
、

中
期
を
頂
点
と
し
て
後
期
に
お
よ
ん

で
い
る
こ
と
が
文
様
に
よ
っ
て
知
る

こ
と
が
で
き
る
。
今
後
の
調
査
研
究

が
期
待
さ
れ
る
。

引 ノ 山 出 土 の 石 器 実 測 図
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中 遺 跡 出 土 の 土 器



第１章　原 始 時 代

(

11)

297 296

六倉遺跡の遠景（北側から）
ず
な
ど
が
散
布
し
て
い
る
が
、
遺
跡
の
性
格
は
不
明

で
あ
る
。
な
お
、
大
正
時
代
、
玉
置
氏
の
宅
地
か
ら

銅
鐸
が
出
土
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
銅
鐸
は
現

存
し
な
い
。

　

火
打
遺
跡　

中
遺
跡
か
ら
、
約
一
粁
下
流
の
左
岸

に
あ
る
。
標
高
一
二
〇
米
前
後
の
丘
陵
地
の
中
腹
部

に
あ
る
小
字
、
丸
山
の
畑
地
か
ら
、
明
治
二
十
五
年

頃
に
出
土
し
た
。

　

銅
鐸
は
丘
陵
の
斜
面
に
あ
る
畑
地
の
地
表
下
約
九

〇
糎
の
黒
色
を
し
た
砂
質
の
ニ
コ
土
の
中
に
、
つ
り

手
を
東
に
ヒ
レ
の
部
分
を
上
下
に
し
て
東
西
に
斜
の

形
に
埋
め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

形
は
定
形
式
で
、
文
様
は
袈
裟
襷
文
で
あ
る
。
高

さ
は
三
糎
、
底
は
長
い
方
が
二
二
糎
、
短
い
方
の
径

は
一
六
糎
で
、
両
側
に
幅
一
・
五
糎
か
ら
一
・
八
糎

の
ヒ
レ
と
呼
ぶ
突
起
し
た
も
の
が
あ
り
、
鐸
身
の
上

に
は
、
三
・
六
糎
の

半
円
形
の
つ
り
手(

紐)

が
つ

い
て
い
る
。
表
面
は
磨
滅
し
て
い
る
う
え
に
、
さ
び

に
お
お
わ
れ
て
い
る
た
め
文
様
は
は
っ
き
り
し
て
い

や
、
石
く
ず
が
採
集
さ
れ
る
が
、
細
片
の
た
め
い
か
な
る
遺
跡
で
あ
る
か
不
明
で
あ
る
。

ま
た
こ
の
地
に
は
土
師
器
や
須
恵
器
の
残
片
が
見
ら
れ
る
。

　

滝
遺
跡　

吉
野
川
の
左
岸
で
東
に
丘
陵
が
せ
ま
り
、
西
に
吉
野
川
を
望
む
や
や
広
が

っ
て
い
る
畑
地
付
近
が
遺
跡
と
思
わ
れ
る
。
当
地
は
後
期
の
弥
生
土
器
や
石
鏃
、
石
く

六
倉
と
小
島
遺
跡　

島
野
遺
跡
の
下
流
約
五
、
六
〇
〇
米
の
所
に
広
が
る
平
坦
な
台
地
が
遺
跡
で
あ
る
。
台
地
上
に
は
石
鏃
や
石
く
ず
が
散

布
し
て
い
る
が
、
ど
ん
な
遺
跡
で
あ
る
か
は
不
明
で
あ
る
。
こ
の
遺
跡
の
下
流
約
一
粁
の
小
島
地
区
に
も
、
石
鏃
や
石
く
ず
の
散
布
を
見
る
。

　

堺
筋
遍
照
寺
遺
跡　

寿
命
川
東
岸
に
沿
っ
て
南
へ
の
び
た
低
く
平
ら
な
台
地
が
遺
跡
で
あ
る
。
こ
の
付
近
の
畑
地
か
ら
弥
生
土
器
の
細
片

中 遺 跡 出 土 の 弥 生 土 器

滝遺跡の遠景（西側から）

火 打 遺 跡 出 土 の 銅 鐸
(梅原末治博士『銅鐸の研究』による)
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な
い
。

身
（
胴)

は
格
子
目
文
帯
で
、
面
の
左
右
を
二
列
で
、
六
区
に
分
け
た
袈
裟
襷
文
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
ヒ
レ
と
つ
り
手
に
は
の
こ

ぎ
り
の
歯
の
よ
う
な
形
の
鋸
歯
文
と
い
わ
れ
て
い
る
文
様
が
つ
い
て
い
る
。
つ
り
手
の
内
側
の
高
い
部
分
に
は
綾
杉
文
が
あ
る
。
銅
鐸
の
型

式
は
文
様
や
特
徴
に
よ
っ
て
、
横
帯
文
式
（
最
古
段
階
鐸)

、
定
型
式(

中
段
階
鐸)

、
実
線
帯
式
（
新
段
階
鐸)

の
三
種
類
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。

横
帯
文
式
は
一
番
小
型
で
、
高
さ
は
三
〇
糎
に
た
ら
な
い
も
の
も
あ
る
。
定
型
式
は
四
〇
糎
か
ら
五
〇
糎
ぐ
ら
い
を
標
準
に
し
て
い
る
。
こ

れ
ら
に
た
い
し
て
突
線
帯
式
は
す
こ
ぶ
る
大
型
で
、
高
さ
も
一
三
五
糎
に
も
達
す
る
も
の
が
あ
る
。

　

銅
鐸
は
表
面
の
文
様
が
流
水
文
を
中
心
と
し
た
も
の
と
、
袈
裟
襷
文
を
つ
け
た
鐸
が
あ
る
。
火
打
か
ら
出
土
し
た
銅
鐸
は
後
者
の
袈
裟
襷

文
で
、
一
般
化
し
た
頃
に
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

(

１
）
小
島
俊
次
「
吉
野
川
流
域
の
古
文
化
に
つ
い

て

」『
奈
良
県
綜
合
文

　

 

化
調
査
報
告―

吉
野
川
流
域―

』
昭
和
二
十
九
年
。

(

２
）
堤
昭
二
発
見
。
発
掘
調
査
は
土
井
実
、
中
村
春
寿
、
小
島
俊
次
の
諸

　

 

氏
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
。

(

３
）
注
（
１
）
と
同
じ
。

(

４
）
関
川
尚
功
「
原
遺
跡
発
掘
調
査
概
報
」
『
奈
良
県
遺
跡
概
報
一
九
七

　

 

八
年
度
』
昭
和
五
十
四
年
。

(

５
）
坂
口
光
「
五
條
市
霊
安
寺
町
、
霊
安
寺
遺
跡
（
仮
称)

に
つ
い
て
」

 
 
 

『
五
條
古
代
文
化
第
10
号
』
昭
和
五
十
二
年
。
今
回
の
市
史
編
纂
に
あ 

 

 
 
 

た
り
、
福
本
正
夫
氏
の
御
好
意
で
新
た
に
資
料
の
提
供
を
う
け
た
。
再

　

 

実
測
を
行
っ
た
も
の
は
二
五
〇
頁
に
図
示
し
て
、
説
明
文
と
し
て
石
器 

　

 

計
測
表
を
付
け
て
お
く
。

(

６
）
網
干
善
教
「
宇
智
郡
阪
合
部
村
中
遺
跡
」
『
奈
良
県
文
化
財
調
査
報 

 

　

告
第
一
集
』
昭
和
三
十
二
年
。

(

７
）
注
（
４
）
と
同
じ
。

(

８
）
図
(1)
は
堤
昭
二
保
管
資
料
で
、
調
査
の
概
略
は
注(

４
）
に
掲
載
し

　

 

た
。
図
(2)
は
、
福
本
正
夫
「
五
條
市
野
原
遺
跡
の
縄
文
土
器
と
石
器
に 

　

 

つ
い
て
」『
五
條
古
代
文
化
』
第
七
号
に
報
告
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。 

 
 
 

福
本
正
夫
氏
の
依
頼
に
よ
り
橿
原
考
古
学
研
究
所
に
て
再
調
査
を
行
っ

 
 
 

た
。
実
測
、
製
図
に
は
竹
田
敬
和
、
朴
美
子
氏
の
協
力
を
得
た
。

(

９
）
堤
昭
二
・
関
川
尚
功
『
引
ノ
山
古
墳
群
』
昭
和
五
十
五
年
・
五
條
市

　

 

教
育
委
員
会
。

(

10
）
注
（
６
）
と
同
じ
。

(

11
）
梅
原
末
治
『
銅
鐸
の
研
究
』
昭
和
二
年

 (
追
記
）
福
本
正
夫
氏
保
管
資
料
の
う
ち
、
実
測
可
能
な
石
器
類
は
、
再
調

査
を
行
っ
て
各
々
の
遺
跡
の
説
明
の
中
に
追
加
し
た
。
実
測
に
あ
た
っ
て
は

橿
原
考
古
学
研
究
所
、
竹
田
敬
和
、
朴
美
子
、
下
中
一
代
の
各
氏
に
お
世
話

を
か
け
、
と
り
ま
と
め
は
泉
森
が
行
な
っ
た
。 (

堤　
　
　

昭　

二
）

〔
注
〕
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